
①檜山沖洋上風力発電事業の進捗
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現在の段階

出典：資源エネルギー庁_檜山沖 第４回法定協議会
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/yojo_furyoku/k_hokkaido_hiyama.html#vol01

・檜山沖洋上風力発電事業について
令和7年7月30日に「促進区域」に指定された。

今後は以下の通り進んでいく
①事業者公募
②事業者選定・区域占有許可
③環境アセス、工事
④運転開始

資料５



①檜山沖洋上風力発電事業の進捗
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・洋上風力事業を取り巻く状況について
第1ラウンドの3海域にて、選定事業者の撤退がリリースされた。

出典：「参考資料1 洋上風力発電について」より抜粋（総合エネルギー調査会省エネルギー・新エネルギー分科会／電力・ガス事業
分科会再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会（第75回））



①檜山沖洋上風力発電事業の進捗
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・洋上風力発電の導入の推進について

洋上風力発電は再エネ主力電源化に向けた切り札であり、引き続き、こうした位置付けに
変わりなく、再エネ海域利用法等により積極的に導入を推進していく。

出典：「参考資料1 洋上風力発電について」より抜粋（総合エネルギー調査会省エネルギー・新エネルギー分科会／電力・ガス事業
分科会再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会（第75回））



①檜山沖洋上風力発電事業の進捗
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・今後の制度等について
選定事業者の撤退を受けて、今後の制度等について、議論が進められている状況である。

出典：「資料3 洋上風力事業を完遂させるための新たな公募制度」より抜粋（総合資源エネルギー調査会省エネルギー・新エネルギー分科会再生可能エネルギー大量導入・
次世代電力ネットワーク小委員会洋上風力促進ワーキンググループ交通政策審議会港湾分科会環境部会洋上風力促進小委員会合同会議（第39回））
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②風海鳥の現況について

せたな風海鳥撤去のための環境調査・風車劣化度調査

第2回 せたな町ゼロカーボン推進協議会

202５年１２月3日

資料５



②せたな風海鳥撤去のための環境調査・風車劣化度調査
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『洋上風力発電施設撤去調査設計業務』
本業務は、洋上風力発電施設「風海鳥」の撤去にあたり、必要となる各種調査、関係機
関との調整、解体工事実施設計と行うもの。

（1）現地調査
・基礎構造物の劣化度調査
・海底環境における底質、水生生物、底生生物、付着生物の調査
・現地調査結果の検討、とりまとめ

（2）残置設備検討及び専門的知見の反映
・老朽化進行予測の検討
・健全度評価、現状特性の把握、目標の設定、設置残量の検討等

（3）実施設計業務
a)撤去方法
b)環境保全措置
c)安全対策
d)廃棄物処理
e)その他
f)成果品とりまとめ

（4）基本計画説明書の作成
（5）関係機関との協議等



②せたな風海鳥撤去のための環境調査・風車劣化度調査
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仕様カテゴリ 調査項目
海底環境における
底質、水生生物、底
生生物、付着生物
の調査

水質調査

底質調査

底生生物調査

付着生物調査

魚類蝟集調査

基礎構造物の劣化
度調査

目視調査

肉厚測定

陽極消耗量調査

電位測定



３．せたな風海鳥撤去のための環境調査・風車劣化度調査
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採泥作業 周辺岩礁部

潜水調査 坪狩り採取物

1号機基礎部

海底環境における底質、水生生物、底生生物、付着生物の調査



②せたな風海鳥撤去のための環境調査・風車劣化度調査の実施
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電位測定作業 陽極消耗量調査

潜水調査

肉厚測定

基礎構造物の劣化度調査

目視調査



③環境学習の実施状況について
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（１）北檜山中学校でのマレーシア留学生との交流
令和7年9月2～3日に国際交流事業の一環として、酪農学園大学のマレーシアからの留
学生と北檜山中学校の生徒で交流を図りました。
（２）北檜山小学校での環境教育（予定）

12月12日（金）に、風力発電の仕組み等に関する環境教育を実施予定です。

書道体験 マレーシア紹介とクイズ

出典：広報せたな10月号（せたな町HP）
マレーシア・サバ大学研修生が中学生と交流授業を行いました（酪農学園大学HP）

資料５


